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第２４期中間損益計算書第２４期中間損益計算書（連結）（連結）

△7118125Ⅲ販売運賃・販売手数料

△154△255△100中間純利益

100△145△44法人税・住民税・事業税

△255△401△145税引前中間純利益

△9212Ⅷ特別損失

120Ⅶ特別利益

△266△400△133経常利益

53024Ⅵ営業外費用

△122033Ⅴ営業外収益

△248△390△142営業利益

91,1741,165Ⅳその他販売費及び一般管理費

（△1.6％）（25.6％）（27.2％）（売上総利益率）

△2469011,148売上総利益

△4582,6173,075Ⅱ売上原価

△7043,5194,224Ⅰ売上高

増減額平成16/9期平成15/9期科目

単位：百万円

前年対比
△16.7％

前年対比
△21.5％

広告宣伝費
研究開発費
の増加
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分野別売上高・粗利益分野別売上高・粗利益（連結中間）（連結中間） 単位：百万円

（△1.6％）（25.6％）（27.2％）利益率

△21.5％9011,148粗利益

△16.7％

100％

3,519

100％

4,224売 上

合合 計計

2.3％（29.4％）（27.1％）利益率

△3.6％2021粗利益

△15.5％

1.9％

68

1.9％

80売 上

関連事業

（△8.2％）（8.5％）（16.7％）利益率

△62.5％66177粗利益

△27.5％

22.0％

772

25.2％

1,064売 上社 会

インフラ

事 業

（△0.5％）（30.3％）（30.8％）利益率

△14.2％813948粗利益

△13.0％

76.1％

2,679

72.9％

3,079売 上

環境防災

事 業

増減率構成比百万円構成比百万円

平成１６/９期平成１５/９期
分分 野野
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第２４期中間貸借対照表（１）第２４期中間貸借対照表（１）（連結）（連結）

△2410,64910,673資産合計

2014,6514,449固定資産計

1031,4121,309投資その他の資産

△2688114無形固定資産

1253,1503,025有形固定資産

△2265,9976,223流動資産計

1362361その他

114703589棚卸債権

△5713,7884,360営業債権

2291,142913現預金

資産の部

増減額平成16/9期平成15/9期科目

単位：百万円

売上高減少
に伴う影響

ｴｽｲｰﾊﾞｲｵ
ﾏｽﾃｸﾉ㈱、
ﾃｨｱｲｴｽ㈱
の取得

「斜材開発
実験ﾀﾜ 」ー等
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第２４期中間貸借対照表（２）第２４期中間貸借対照表（２）（連結）（連結）

51△22△74有価証券評価差額金

△35△177△141自己株式

△1853,2933,478流動負債計

△41203244その他

11018474一年内償還社債

△25381407一年内返済長期借入金

△2282,5242,752営業債務

△2410,64910,673負債･少数株主持分・資本合計

△205,2935,314資本合計

△365,4935,529資本金その他

資本の部

△45,3555,359負債合計

1812,0621,880固定負債計

13360347その他

41303262退職給付引当金

△238736974長期借入金

366662296社債

負債の部

増減額平成16/9期平成15/9期科目

単位：百万円

売上原価減少
に伴う影響

当中間期の
社債発行

550百万円
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キャッシュフロー計算書（１）キャッシュフロー計算書（１）（連結中間）（連結中間）

△107△256△149計

61△4その他

80△30△111投資有価証券の取得による支出

△1△9△7無形固定資産の取得による支出

△193△218△25有形固定資産の取得による支出

Ⅱ 投資活動によるキャッシュフロー

213197△16計

45△17△63その他

78△215△294法人税等の支払額

△341△531△189仕入債務の増減額（減少：△）

△95△143△47棚卸資産の増減額（増加：△）

7821,406624売上債権の増減額（増加：△）

09999減価償却費

△255△401△145税金等調整前中間純損失

Ⅰ 営業活動によるキャッシュフロー

増減額平成16/9期平成15/9期科目
単位：百万円
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キャッシュフロー計算書（２）キャッシュフロー計算書（２）（連結中間）（連結中間）

2291,057828Ⅳ 現金及び現金同等物中間期末残高

27－△27自己株式取得による支出

27432550計

1△117△118親会社による配当金の支払額

△37△37－社債償還による支出

176539362社債発行による収入

35△209△245長期借入の返済による支出

7015080長期借入による収入

－－－短期借入の返済による支出

－－－短期借入による収入

Ⅲ 財務活動によるキャッシュフロー

増減額平成16/9期平成15/9期科目

単位：百万円
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政府建設投資（名目）の中期予測政府建設投資（名目）の中期予測
（兆円）
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参考：（財）建設経済研究所 資料より
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地方財政の借入金残高の状況地方財政の借入金残高の状況
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（０３年度）借入金残高１９９兆円 ＧＤＰ比４０.０％（０３年度）借入金残高１９９兆円 ＧＤＰ比４０.０％

総務省「地方財政の現状」
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補正予算補正予算

（兆円）

0
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95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 年度

当初予算額 補正予算額等

阪神・淡路大震災

梅雨前線豪雨

台風・豪雨

三宅島噴火

台風
新潟中越地震

n公共事業費（国費）の推移

（参考）国土交通省「最近の建設経済」

12.8

10.2

14.3

12.3 11.6 11.1

9.7
8.0

7.7
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補正予算補正予算

（兆円）

1.5

1.11.0

0.7

0.0
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0.8
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2.0

阪神・淡路大震災 新潟中越地震

被害総額 補正予算額 補正のうち、災害対応公共事業関係費

n新潟中越地震に関わる補正予算額
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第２４期損益計算書第２４期損益計算書（連結通期）（連結通期）

36299263Ⅲ販売運賃・販売手数料

△13999238当期純利益

△12966196法人税・住民税・事業税

△268165434税引前中間純利益

△11213Ⅷ特別損失

△16420Ⅶ特別利益

△264163428経常利益

34743Ⅵ営業外費用

△155773Ⅴ営業外収益

△245153399営業利益

72,2822,275Ⅳその他販売費及び一般管理費

（△2.4％）（29.2％）（31.6％）（売上総利益率）

△2022,7352,937売上総利益

2906,6466,356Ⅱ売上原価

889,3829,293Ⅰ売上高

増減額平成17/3期予測平成16/3期実績科目

単位：百万円
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分野別売上高・粗利益分野別売上高・粗利益（連結通期）（連結通期） 単位：百万円

（△2.4％）（29.2％）（31.6％）利益率

△6.9％2,7352,937粗利益

1.0％

100％

9,382

100％

9,293売 上

合合 計計

（3.1％）（26.8％）（23.7％）利益率

11.1％4036粗利益

△2.0％

1.6％

149

1.6％

152売 上

関連事業

（△2.8％）（16.7％）（19.5％）利益率

△23.2％301392粗利益

△10.6％

19.2％

1,800

21.7％

2,013売 上社 会

インフラ

事 業

（△3.0％）（32.2％）（35.2％）利益率

△4.6％2,3942,509粗利益

4.3％

79.2％

7,433

76.7％

7,128売 上
環境防災

事 業

増減率構成比百万円構成比百万円

平成１７/３予測平成１６/３実績
分分 野野
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中長期的な成長への経営戦略中長期的な成長への経営戦略

－－「「開発型企業開発型企業」への積極的取組み」への積極的取組み－－

【経営理念】

「変化と新しい価値の創造」「変化と新しい価値の創造」
新しい機能の創造
→顧客満足

社員の個性尊重
→新しい価値の創造、各人の意欲と能力の発揮

「循環型社会」への変化
→自然環境との調和
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開発型企業への本格的移行開発型企業への本格的移行

５５ つつ のの 柱柱

・・・開発・改良による付加価値の創出既存事業

新規事業 ・・・成長期待分野への挑戦

開開 発発 型型 企企 業業

市市

場場

開開

発発

技技

術術

開開

発発

新
事
業
分
野
開
発

新
事
業
分
野
開
発

製製

品品

開開

発発

人人

材材

開開

発発
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政府建設投資の推移と当社の方向性政府建設投資の推移と当社の方向性

90年 95年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 ・・・・ 10年

u政府建設投資・・・１９９５年をピークに減少
２００３年～２０１０年の７年間で約２５％減約２５％減

パラドックスの克服パラドックスの克服

市場の縮小市場の縮小 当社の成長当社の成長
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パラドックス克服のためにパラドックス克服のために

①① 製品開発製品開発・・・ＫＩＴ受圧板、ﾀｲﾌﾞﾙｱﾝｶｰＭ型

②② 技術開発技術開発・・・斜材・架設、真空グラウト

③③ 市場開発市場開発・・・建造物耐震補強、北海道市場

④④ 新事業分野開発新事業分野開発・・・バイオマス

⑤⑤ 人材開発人材開発・・・・・・開発型企業に必要な人材開発型企業に必要な人材
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Ⅰ．ＫＩＴ受圧板Ⅰ．ＫＩＴ受圧板①製品開発①製品開発

l全面緑化に近い法面の緑化が可能

l角型鋼管の使用により軽量化実現

l工場製品であり品質は安定
現場施工の省力化

l多彩な製品バリエーション

ＫＩＴ受圧板の特長ＫＩＴ受圧板の特長

従来の法面施工
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Ⅰ．ＫＩＴ受圧板Ⅰ．ＫＩＴ受圧板

40

93 111

644

0
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Ｈ15年度 Ｈ16年度

（百万円）
上期実績 通期実績・予測

①製品開発①製品開発

nn売上高の推移（ＫＩＴフレーム・ＫＩＴ受圧板）売上高の推移（ＫＩＴフレーム・ＫＩＴ受圧板）
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Ⅱ．タイブルアンカーＭ型Ⅱ．タイブルアンカーＭ型①製品開発①製品開発

（財）砂防・地すべり技術センター

より技術審査証明取得

現地生産体制の整備 更なるコスト縮減

北海道市場における戦略製品北海道市場における戦略製品

n削孔径の縮小により工事コスト縮減

n脆弱地盤への応用拡大
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Ⅰ．斜材開発実験タワーⅠ．斜材開発実験タワー②技術開発②技術開発

主塔

定着部

50m

主塔高
15m
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Ⅰ．斜材開発実験タワーⅠ．斜材開発実験タワー②技術開発②技術開発

nn建設の目的建設の目的

効率的な斜材架設方法の検討

大型斜張橋物件の受注に向け、競争力強化大型斜張橋物件の受注に向け、競争力強化大型斜張橋物件の受注に向け、競争力強化

施工性の向上によるコスト縮減施工性の向上によるコスト縮減

実際構造物での実験による高精度データの入手、蓄積

ＭＳＥＣ形状調整技術ＡＱStressing System ＳＥＣ
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Ⅰ．斜材開発実験タワーⅠ．斜材開発実験タワーⅠ．斜材開発実験タワーⅠ．斜材開発実験タワー②技術開発②技術開発

nn公開実験時写真公開実験時写真
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Ⅰ．斜材開発実験タワーⅠ．斜材開発実験タワー②技術開発②技術開発

1,500
1,700

0
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1,200
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2,000

Ｈ17年度 Ｈ18年度 Ｈ19年度

（百万円）

n国内大型斜張橋プロジェクトの売上予測
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Ⅱ．真空グラウトⅡ．真空グラウト②技術開発②技術開発

真空ポンプ真空状態
吸引

ＰＣ構造物

従来工法よりも強度、耐久性に優れた工法

真空グラウト工法真空グラウト工法真空グラウト工法
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Ⅱ．真空グラウトⅡ．真空グラウト②技術開発②技術開発

n真空グラウト現場着工件数（実績・見込）
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～～建設工事の品質保証建設工事の品質保証～～ 今後も
増加傾向

今後も
増加傾向
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建造物耐震補強建造物耐震補強③市場開発③市場開発

既存橋梁の補修･補強 建造物の耐震補強

新しい補修・補強市場新しい補修・補強市場
新潟中越地震及び東海・南海地震対策
・学校の避難所
・病院の耐震時の稼動



28SE CorporationSE CorporationSEC

建造物耐震補強建造物耐震補強③市場開発③市場開発

新潟県中越地震では、医療機関の

建物被害により入院患者が移送

（2003年1月内閣府調査）

全国の43.9％の病棟が耐震性に疑問

n重要視される医療機関の耐震化

朝
日
新
聞
朝
刊

（04
年
11
月
28
日
）
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建造物耐震補強建造物耐震補強③市場開発③市場開発

大手ゼネコン、ＰＣ専業者考案の耐震補強工法に
当社のケーブルが採用される

耐震補強イメージ
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バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発

n「バイオマス・ニッポン総合戦略」「バイオマス・ニッポン総合戦略」（平成１４年１２月閣議決定）

温暖化防止、循環型社会、競争力のある新たな戦略的産業の育成

n「食品リサイクル法」「食品リサイクル法」

食品廃棄物の再生利用実施率を２０％以上に義務付け（Ｈ１８年度迄）

n「家畜排せつ物法」「家畜排せつ物法」 ｅｔｃ….

nn注目されるバイオマス市場注目されるバイオマス市場

更なる成長が見込まれる市場更なる成長が見込まれる市場
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バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発

nnエスイーバイオマステクノ株式会社エスイーバイオマステクノ株式会社（８月３日設立）（８月３日設立）

n資本金：2,500万円

n有機残渣処理装置の設計、製造、販売、据付、
およびメンテナンス

n有機残渣処理装置を用いたバイオマス事業
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食品工場残渣

家畜ふん尿

生ごみ

工場汚泥

飲料搾り粕

野菜選定屑

水産加工残渣

乳業廃液

焼酎粕

次世代バイオマス
エネルギー

飼料・フィッシュミール

肥料・土壌改良材

乾燥・発酵・減量乾燥・発酵・減量

ＳＥＣ型減圧乾燥発酵システムは、減圧しながら、乾燥・発酵を同時にお

こなうことで、さまざまな有機資源を、品質を損なうことなく、短時間・大量

に、再利用できる形に変換するシステムです。

バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発
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バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発

nnＳＥＣ型減圧乾燥発酵システムの特長ＳＥＣ型減圧乾燥発酵システムの特長

n素早く、大量に素早く、大量に
ほとんどの原料を２～４時間程で処理

n幅広い適応性幅広い適応性
日常の生ごみから産業廃棄物まで

n栄養を再利用栄養を再利用
微生物の活動により、栄養素を壊さず処理

処理槽内は適温（６０℃）を維持

n含水率が自在含水率が自在
製品用途に応じて含水率を調整 大幅な減量も可能
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バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発

nＳＥＣ型減圧乾燥発酵システム

処理原料
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バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発

n農林水産環境展ＥＦＡＦＦ2004 （11/24-26幕張メッセ）
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バイオマスバイオマス④新事業④新事業
分野開発分野開発

250

62.5

300

75

400

100

0

100

200

300

400

500

平成17年度 平成18年度 平成19年度

（百万円）

売上高 売上総利益

nバイオマス事業の売上・利益計画
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人 材 開 発人人 材材 開開 発発

人材開発人材開発⑤人材開発⑤人材開発

市市

場場

開開

発発

技技

術術

開開

発発

新
事
業
分
野
開
発

新
事
業
分
野
開
発

製製

品品

開開

発発

n開発型企業に必要な人材

n新しい事業には新しい人材

n人材の質的向上
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アンジェロセックの事業報告アンジェロセックの事業報告

n売上・経常利益（Ｈ15～17年度）

110 122

150

0

40

80

120

160

H15年度 H16年度（予測） H17年度（計画）

売上（百万円）

売上 経常利益

25

3

30

20

40

60

80

経常利益（百万円）
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アンジェロセックの事業報告アンジェロセックの事業報告

22253経 常 利 益

22253当期純利益

△106272売 上 原 価

3

38

110

Ｈ１６/３期実績

2225営 業 利 益

2260売上総利益

12122売 上 高

増減額Ｈ１７/３期予測

（単位：百万円）
n平成１７年３月期通期予測
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アンジェロセックの事業報告アンジェロセックの事業報告
n国内設計業務（橋梁設計・景観設計）

【実績】国土交通省道路橋梁形式検討業務

uコスト構造改革に沿った
経済合理性と構造合理
性に即した様々な技術
提案（ＯＥＭ）

uＰＣ斜張橋とその施工法
を含めた修正提案
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韓国

インドネシア

カンボジア

チュニジア

ベトナム

アンジェロセックの事業報告アンジェロセックの事業報告
nラデスラグレット橋（チュニジア）

ラデス橋
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アンジェロセックの事業報告アンジェロセックの事業報告
n橋梁建設計画基本設計調査（インドネシア ※ＪＩＣＡ案件）

調査地域
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中期的な展望について中期的な展望について
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ＳＥＣグループＳＥＣグループ

株式会社ｱﾝｼﾞｪﾛｾｯｸ株式会社ｱﾝｼﾞｪﾛｾｯｸ

ｴｽｲｰﾊﾞｲｵﾏｽﾃｸﾉｴｽｲｰﾊﾞｲｵﾏｽﾃｸﾉ
株式会社株式会社

（韓国）（韓国）
株式会社ｺﾘｱｴｽｲｰ株式会社ｺﾘｱｴｽｲｰ

（韓国）（韓国）
ﾃｨｱｲｴｽ株式会社ﾃｨｱｲｴｽ株式会社

（仏国）（仏国）
アンジェロップ社アンジェロップ社

（台湾）（台湾）
九九春春工工業業

株式会社株式会社エスイーエスイー
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開発型企業への取組み（ＳＥＣｸﾞﾙｰﾌﾟ開発型企業への取組み（ＳＥＣｸﾞﾙｰﾌﾟ））

アンジェロセックアンジェロセック

ｴｽｲｰﾊﾞｲｵﾏｽﾃｸﾉｴｽｲｰﾊﾞｲｵﾏｽﾃｸﾉ

コリアエスイーコリアエスイー

アンジェロップアンジェロップ

九九春春工工業業

ティアイエスティアイエス

製品開発

技術開発

市場開発

新事業分野開発

エエススイイーー

人材開発
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中期的な展望中期的な展望

n中期的な展望に向けて

（課題）

n既存事業の８５億±３億の維持

n新製品ＫＩＴ受圧板の市場への更なる浸透

nタイブルアンカーＭ型の戦略的拡販

n補強市場拡大に伴う外ケーブルへの対応

n国内外の斜材市場への取組み強化
斜材架設エンジニアリングの推進

n新規成長分野であるバイオマス事業の本格化
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中期的な展望中期的な展望

n平成１６～１９年度分野別売上予測・計画（単体）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

バイオマス

北海道

斜材

外ケーブル

KIT

既存事業

1,000

（経常利益）

単位：百万円

経常利益
10,000

12,000

（売 上）
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株式会社株式会社エスイーエスイーSEC

Globality Globality Engineering MakerEngineering Maker


